










1.研究目的 

 乳幼児の疾病による死亡の減少とともに,疾病構造にも変化が生じていることは,乳幼児

の死亡に関する統計を検討するまでもなく明らかである。特に,乳児期においては,「不慮

の事故及び有害作用」による死亡が,1985年に,全乳児死亡の第3位を占めるに至った。ま

た,過去数年以来,1歳以上の幼児・児童においては,当該年齢の死亡の第1位を占めている

ことは周知のとおりである。さらに,死に至らぬ事故においてすら,肢体不自由の発生,心身

の順調な発育発達を阻害する要因にもなっている。その意味からも,事故防止対策樹立は重

要な乳幼児保健指導項目の一つと考えてよい。 

 さて,近年,集団生活を営む乳幼児は多くなり,その健康管理の充実が望まれている。その

なかに,当然のことながら事故防止・安全教育に関する指導は導入されていなければならな

い。乳幼児の集団生活の場,特に,保育所においては,一日のうちの集団生活形成時間が長い

こと,家庭生活で営まれる生活が形態は変ってもみられること,年齢差が大きい異年齢の子

どもとの集団が形成されていること,保護者と保母など子どもの生活に影響を与える人的

関係が複雑であること,などの多くの要素がからんでいる。それ故,保育所児童の事故に関

して,その問題点の発掘を試み,その事故防止対策確立を図ることは重要であると考え,今

回の研究の目的とした。 

 さて,この場合,保育所児童の事故をどのように定義するかが,第一の問題点となった。す

なわち,上記の如き特性をもち,一日の生活場面が多様であるから,いずれの場面で発生し

た事故を対象とすべきかが問題と考えられたが,今回は,あくまで保育所に通っている「乳

幼児」に発生した事故とし,事故発生場面は不間とした。 

 今年度の研究は,①乳幼児にとって保育が不可能となった事故について,②事故防止・安

全教育に関する母の意識・態度の形成過程を検討することとし,前者については,事故によ

る欠席状況を,後者は,児の発達状態と母の意識との関連で調査することにした。 


